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地理院地図の移り変わり



震災前の国土地理院HP（2010.2.4）
（国立国会図書館インターネット資料収集保存事業HP https://warp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/996515/www.gsi.go.jp/）

当時は「電子国土ポータル」
という名称だった



地理院地図の歴史
・2003年7月 電子国土Webシステム（Ver.1）

→国土に関する様々な地理空間情報を統合し，コンピュータ上で再現する仮想的な国土として
「電子国土」の概念を提唱し，この概念を実現するためのツールとして公開

・2008年 電子国土Webシステム（Ver.2）
→専用のプラグインソフトをインストールしなくてもWebブラウザ上で閲覧可能に

・2010年12月 電子国土Webシステム（Ver.3）
→オープンソースソフトウエアであるOpenLayers を基盤に構築

・2012年7月 電子国土Webシステム（Ver.4）→9月に機能改良して電子国土Web.Next
→地図データを長方形タイルから正方形タイルに変更

※電子国土Web システムでは，表示する地図データは国土地理院独自の仕様
そのため，地図を表示するためのシステムも国土地理院独自で開発

※電子国土Webシステム公開から10年を経て、ウェブ地図に関連する業界で業界標準の技術が一般化
→地図データとして正方形タイルを採り入れることで独自仕様にこだわる必要がなくなった
→システムのオープンソース化が実現

・2013年10月30日 「地理院地図」正式公開



地理院地図の歴史



現在の地理院地図でできること















最新の機能実装（R3.3.22)







防災への活用











































教育への活用



教育での活用想定場面







まとめ

• 国土地理院ではデジタル化の流れに対応すべく，数値地図など
のデジタルプロダクトの作成・刊行，電子国土Webシステムや
地理院地図などのウェブ地図の整備・公開に取り組んできた。

• 本発表では，国土地理院が重点的に改善を行ってきた地理院地
図の取組の経緯等について，地理教育や防災教育への波及など
を念頭に置きながら報告を行った。

• 地理院地図のコンテンツの拡充や機能強化の取組を通じ，今後
起こりうる災害への想像力を働かせることに寄与できると考え
る。このような取組を通じて，今後も防災・減災に寄与してい
きたい。


